
日本語フレームネットにおけるコーパスデータの多義性分析 
 

小原 京子（慶應義塾大学） 
 

 
１． はじめに 
本論文では、筆者らが構築中の語彙情報資源・

日本語フレームネット（http://jfn.st.hc.keio.ac.jp/,
小原 2011, Ohara & Sato 2010, Tagami et al. 2009）で
フレーム意味論の枠組みを用いて語彙の多義性
がどのように分析されアノテーションされてい
るかを紹介し、多義語の曖昧性解消や言い換え技
術への応用の可能性を探る。 
フレーム意味論では、語彙単位（lexical unit 

(LU)）とは「見出し語がある特定の語義と結びつ
いたもの」、すなわち「見出し語がある特定の意
味フレーム（言語の発話や理解の際に必要となる
体系的知識構造）と結びついたもの」を指す
（Fillmore & Baker 2010: 333）。従って、フレーム
意味論では、多義性とは「ある見出し語に複数の
語彙単位が存在する」、つまり「ある見出し語が
喚起する意味フレームが複数存在する」状況のこ
とである。 
本論文の構成は以下のとおりである。まず、次節
で日本語フレームネットにおける多義性、第 3 節
で日本語フレームネットにおける類義語につい
て述べた後、第 4 節で日本語フレームネットを用
いた曖昧性解消と言い換えについて論じ、最後の
第 5 節で結論を述べる。 
２． 日本語フレームネットにおける多義性 
先に述べたとおり、フレーム意味論では「ある

見出し語が喚起する意味フレームが複数存在す
る」状況を多義性とよぶ。たとえば、日本語フレ
ー ム ネ ッ ト で は 、 動 詞 「 思 う 」 は 、
Coming_to_believe フレーム、Deciding フ
レーム、Expectationフレーム、Opinionフレ
ーム、Cogitationフレームを喚起するとアノテ
ーションされている。つまり、「思う」は多義語
として分析されている。 
まず、Coming_to_believe フレームは、あ

る[認知者]がある[内容]に気づく状況に関する知
識構造である： 

 
(1) ２ 週間 の クリスマス 休暇 が 終わり 、
[通常の生活が戻ったと] [内容] 思った とたん 、 
さて ２月 の 最初 の ２ 週間 、 再び 学校 は 
お 休み に 入る 。 
  
次に、Deciding フレームとは、ある[認知者]

がある[決定]を行う状況に関する知識構造であ
る： 

 
(2) 軍手 の 中 が 火照っ て き て 、[外そうか

と] [決定]思った 時 、 当たり が き た 。 
 
 Expectation フレームでは、ある[認知者]が
ある[事象]を期待する： 
 
(3) もちろん[売れるなどとは] [事象] 思っていない
が…。 
 
Opinionフレームは、[認知者]がある特定の[意

見]を持つ状況に関する知識構造である： 
 
(4) [現代の葬式の考え方は、野蛮と言ってもいい
ほどぞっとする醜いものだと] [意見] 思っている。 
 
最後に、Cogitationフレームであるが、これ

は[認知者]がある[主題]について思慮・思索する状
況に関するものである： 

 
(5) そんな とき、[私たちは] [認知者] 身震いして、
[愛する人たちのことを] [主題] 思い、いつか は 自
分 が この よう な 黒い 行列 の なか の 参
列 者 に なる という 思い を 振り払お う と 
する。 
 
 このように、フレーム意味論では意味フレーム
を構成する意味的要素であるフレーム要素が
個々の意味フレームに即した具体的な意味要素
である点に特徴がある。たとえば、多義語「思う」
が喚起する上記５つの意味フレームでは、直接目
的語に対応するフレーム要素の名称がそれぞれ
[内容]、[決定]、[事象]、[意見]、[主題]と異なって
いる。さらに、上の(1)から(5)までの例文のうち、
Cogitationフレームに関する(5)のみ、「思う」
の直接目的語に「を」格の格助詞を取っている点
に注意されたい（第 4 節参照）。 
３． 日本語フレームネットにおける類義語 
 次に、日本語フレームネットにおける類義語に
ついて見ていく。フレーム意味論では、意味フレ
ームを喚起する語はある特定の品詞に限定され
ない（Fillmore & Baker 2010: 335）。たとえば、
Cogitationフレームは、動詞だけでなく（例：
「思う」、「考える」）、名詞（例：「思い」）も喚起
する： 
 

(5) そんな とき、[私たちは] [認知者] 身震いして、
[愛する人たちのことを] [主題] 思い、いつか は 自
分 が この よう な 黒い 行列 の なか の 参
列 者 に なる という 思い を 振り払お う と 
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する。 
 
(6) 地理的には全地球にわたって、分野的には全
産業にわたって、テーマに関しては我々が介入す
るさまざまな分野にわたって、[この問題を] [主題] 
考えなければなりません。 
 
(7) 一校ごとに少なくとも三回以上は読むが、読
む度にその時の思いが蘇り、我とわが思いに感動
するのであった。 

 

すなわち、フレーム意味論における意味フレー
ムは、多種の品詞の語彙単位を含み、従って多様
な結合価パタン（いわゆる「格フレーム」) を持
つ語彙単位を含んでいることになる。従って厳密
な意味での「同義語」を定義するものではないが、
「類義語」を含むものであるということができる
（Hasegawa et al. 2011, 第 44 節参照）。 
４． 日本語フレームネットにおける曖昧性解消・言

い換え 
以上、フレーム意味論と日本語フレームネット

が、意味フレームの概念に基づき、どのように多
義性・類義語を分析しているかを示した。ここで、
日本語フレームネットの曖昧性解消・言い換え技
術への応用の可能性について見る。      
第２節で指摘したように、「意味フレーム」の

意味的構成素である「フレーム要素」は具体性の
高い意味要素であり、日本語フレームネットでは
「フレーム要素」がどのような句タイプ（例：「を」
格名詞句、「と」補文など）と結びついているか
を記述している。従って、日本語フレームネット
を多義語の曖昧性解消に応用できる可能性があ
る。 
たとえば、多義語「思う」を喚起する５フレー

ムのうち、Coming_to_believe フレーム、
Decidingフレーム、Expectationフレーム、
Opinion フレームは「と」格を取るのに対し、
最後の Cogitation フレームのみ「を」格を取
る（(5)）。従って、動詞「思う」が「を」格を取
る際には、Cogitation フレーム、つまり、[認
知者]がある[主題]について思慮・思索する状況に
ついての「思う」である、とみなすことができる。 
次に、言い換え技術についてであるが、同一「意

味フレーム」内には「同義語」だけでなく異なる
品詞間の「類義語」も含まれている。それらのう
ち、動詞「思う」と名詞「思い」のように、同一
語源・語幹をもつ異なる品詞の語のペアは互いに
相手で言い換えられる： 
 
(5’) そんな とき、[私たちは] [認知者] 身震いして、
[愛する人たちへの] [主題] 思いをもち、いつか は 
自分 が この よう な 黒い 行列 の なか の 
参列 者 に なる という 思い を 振り払お う 
と する。 
 

(7’) 一校ごとに少なくとも三回以上は読むが、読
む度にその時思ったことが蘇り、我とわが思いに
感動するのであった。 
５． おわりに 
 本論文では、日本語フレームネットでフレーム
意味論の枠組みを用いて語彙の多義性がどのよ
うに分析されアノテーションされているかを紹
介し、フレーム意味論の「意味フレーム」の概念
の多義語の曖昧性解消や類義語間の言い換えへ
の応用可能性を論じた。 
「意味フレーム」の意味的構成素である「フレ

ーム要素」は、他の意味理論におけるいわゆる「意
味役割」より粒度の高い意味要素である。日本語
フレームネットはこれらの「フレーム要素」が具
体的にどのような句タイプと結びついているか
を記述しているため、多義語の曖昧性解消に応用
できる可能性を示唆している。 
また、同一「意味フレーム」内には「同義語」

だけでなく異なる品詞間の「類義語」も含まれて
おり、互いに言い換えに使うことができる場合が
ある。今後は日本語フレームネットが曖昧性解消
や言い換え技術などに応用されることを期待し
たい。 
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